
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
中
俣
知

大
代
表
、
四
十
五
人
）
の
提
言
報
告
会
が
五
月
十
一
日
、
東

郷
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
協
議
会
に
提
言
し
た
新
市
の
将
来
像
に
つ
い

て
、
広
く
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
合
併
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
開
い
た
も
の
で
す
。
会
場
に
は
関
係
市

町
村
の
住
民
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
、

語
り
合
お
う

私
達
の
新
し
い
ま
ち
を

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

月 日、東郷町中央公民館

語り合おう 私達の新しいまちを

まちづくりフォーラム提言報告会を開催

報
告
会
で
は
ま
ず
、
協
議
会
会
長
の
森
卓
朗
・

川
内
市
長
が

会
場
の
様
子
か
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
市
町
村
合
併
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

か
ら
百
五
十
二
項
目
に
上
る
提
言
を
い
た
だ
い
た

が
、
こ
れ
ら
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
会

場
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
た
い
と
あ
い
さ
つ
。森
薗
正
堂
・

東
郷
町
長
は

今
後
住
ん
で
い
く
ま
ち
を
活
力
あ

る
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
語
り
合
い

た
い

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
俣
代
表
は

合

併
に
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
が
大
切
。

合
併
で
小
さ
い
市
町
村
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
提
言
は
な
る
べ
く
分
か

り
や
す
く
し
た
つ
も
り
だ
が
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
、
広
く
意
見
を
伺
い
た
い

と
語
り
ま
し
た
。

次
い
で
協
議
会
の
田
中
良
二
事
務
局
長
が
市
町

村
合
併
を
考
え
る
背
景
や
、
川
西
薩
地
区
法
定
合

併
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
。
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

古
城
和
行
委
員
が
、
新
市
の
面
積
や
人
口
な
ど
概

況
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
報
告
会
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
が

主
体
と
な
り
会
の
運
営
・
進
行
を
行
い
、
総
合
司

会
を
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
田
島
直
美
委
員

が
務
め
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
中
俣
代
表
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
小
辻
浩

史（
社
会
基
盤
グ
ル
プ
）、宮
下
文
明（
生
活
環
境

グ
ル
ー
プ
）、
伊
集
院
睦
子
（
保
健
福
祉
グ
ル
ー

プ
）、
柏
木
俶
（
産
業
経
済
グ
ル
ー
プ
）、
中
島
増

夫（
教
育
文
化
グ
ル
ー
プ
）の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
各
委
員
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
会
場
の
参
加
者
も
加

わ
り
、
提
言
の
中
に
は
お
金
が
か
か
る
も
の
も

あ
る
。
財
源
的
な
裏
付
け
に
も
配
慮
す
べ
き

提

言
で
は
離
島
の
利
便
性
が
上
が
る
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
離
島
の
医
療
問
題
は
特
に
配
慮
し
て
ほ
し

い

原
発
を
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
と
ら
え
ず
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
学
や
研
究
所
を
誘
致
で
き
な
い

か

第
一
次
産
業
の
中
で
林
業
振
興
の
視
点
も

必
要

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
探
る

関
係
市
町
村
住
民
ら
約

人
が
参
加

まちづくりフォーラム委員によるパネルディスカッションまちづくりフォーラム委員によるパネルディスカッション

県内で初めて開かれたまちづくりフォーラム報告会県内で初めて開かれたまちづくりフォーラム報告会



合
併
に
際
し
て
は
、
新
し
い
ま
ち
の
一
体
感
の

醸
成
が
何
よ
り
重
要
。
そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
の
促
進
・
充
実
と
と
も
に
、
地
域
特
性
の
保

持
・
増
進
な
ど
に
力
点
を
置
い
て
提
言
を
ま
と
め

ま
し
た
。
提
言
は

ど
こ
へ
も
便
利
・
ど
こ
か
ら

も
便
利
な
ア
ク
セ
ス
網
の
充
実

新
し
い
ま
ち

を
描
こ
う
、
顔
づ
く
り
・
姿
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り

を
柱
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
網
の
充
実
で
は
、
一
つ
に
は
地
域
内

ア
ク
セ
ス
の
向
上
や
各
地
域
と
空
港
と
の
利
便
性

を
高
め
る
。
二
つ
目
に
は
藺
牟
田
瀬
戸
大
橋
の
実

現
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
、
海
上
タ
ク
シ
ー
の
活

用
な
ど
甑
島
と
の
一
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推

進
。
三
つ
目
は
川
内
市
の

く
る
く
る
バ
ス

を

地
域
全
体
に
広
げ
る
な
ど
地
域
内
の
移
動
手
段
の

確
保
・
充
実
に
よ
る
活
性
化
な
ど
。

顔
づ
く
り
で
は
、
川
内
駅
東
側
（
樋
脇
町
・
祁

答
院
町
・
入
来
町
・
東
郷
町
東
側
）
の
整
備
と
道

路
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な
ど
新
幹
線
開
通
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
引
き
出
す
整
備
の
促
進
な
ど
。
姿
づ

く
り
で
は
、
海
・
山
・
川
な
ど
地
域
特
性
を
活
か

し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
。
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
住

民
の
声
を
反
映
し
や
す
く
す
る
仕
組
み
の
構
築
な

ど
を
提
言
し
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
の
一
体
感
を

小
辻
浩
史
さ
ん

（
社
会
基
盤
グ
ル
ー
プ
）

治
体
に
お
け
る
安
心
で
き
る
暮
ら
し
、
定
住
・
交

流
促
進
を
念
頭
に
置
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
み

ん
な
で
取
り
組
む
環
境
先
進
都
市
づ
く
り

安

心
で
き
る
広
域
消
防
救
急
体
制
の
構
築

地
域

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
住
宅
・
宅
地
の
整
備

地

域
内
外
の
人
々
が
集
う
魅
力
あ
る
公
園
・
緑
地
・

河
川
の
活
用

を
提
言
し
て
い
ま
す
。

環
境
先
進
都
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資

源
化
の
推
進
、
水
質
検
査
の
実
施
と
検
査
結
果
の

公
開
な
ど
水
が
き
れ
い
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。
消
防
救
急
体
制
で
は
、
甑
島
や
山
間
部

の
住
民
も
安
心
で
き
る
広
域
消
防
救
急
医
療
体
制

の
整
備
、
救
急
医
療
に
お
け
る
甑
島
民
の
負
担
の

軽
減
、
婦
人
消
防
隊
な
ど
の
初
期
的
な
消
防
防
災

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
提
言
は

市

民
す
べ
て
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

市
民
す
べ
て
の
健

康
づ
く
り
の
推
進

安
心
し
て
出
産
し
子
育
て

が
で
き
る
支
援
体
制
の
充
実

の
三
つ
の
柱
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
か
ら

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
環
境
先
進
都
市

づ
く
り
を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
、
離
島
を
含
む
自

環
境
先
進
都
市
づ
く
り
を

宮
下
文
明
さ
ん

（
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
）

健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実

伊
集
院
睦
子
さ
ん

（
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

自
ら
進
ん
で
行
動
し
共
に
助
け
合
う
福
祉
社

会

を
形
成
す
る
た
め
に
、
心
身
の
健
康
づ
く
り

組
織
の
育
成
な
ど
。

住
宅
・
宅
地
で
は
、
公
共
賃
貸
住
宅
の
整
備
、

高
齢
者
向
け
住
宅
と
若
年
者
向
け
住
宅
の
一
体
的

な
整
備
な
ど
。公
園
・
緑
地
・
河
川
の
活
用
で
は
、

利
用
頻
度
の
低
い
公
園
の
市
民
農
園
化
、
川
内
川

に
屋
形
船
や
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
る
な
ど
川
に
親
し

む
機
会
の
創
出
な
ど
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

地
域
内
循
環
経
済
の
創
出

柏
木

俶
さ
ん

（
産
業
経
済
グ
ル
ー
プ
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
で
は
、
快
適

に
日
常
生
活
を
送
れ
る
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の

充
実
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
充

実
、
低
料
金
の
宿
泊
施
設
な
ど
甑
島
か
ら
の
介
助

者
の
経
費
負
担
軽
減
な
ど
。

健
康
づ
く
り
で
は
、
温
泉
を
利
用
し
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
複
合
施
設
な
ど
拠
点
施
設

の
充
実
、
予
防
の
観
点
に
重
点
を
置
い
た
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
甑
島
の
環
境
を
生
か
し
た
ケ

ア
ハ
ウ
ス
等
の
甑
島
に
お
け
る
医
療
施
設
の
充
実

な
ど
。
子
育
て
支
援
で
は
、
少
子
化
・
核
家
族
化
、

女
性
の
社
会
進
出
に
対
応
し
て
、
保
育
料
の
低
料

金
化
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
二
十
四
時

間
体
制
の
小
児
科
の
設
置
な
ど
小
児
医
療
体
制
の

強
化
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

地
域
内
循
環
経
済
の
創
出

を
目
標
に
、
そ

の
達
成
に
向
け
た
産
業
間
、
地
域
間
の
交
流
・
連

携
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
に
、

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
農

業
の
展
開

力
強
い
水
産
業
の
新
た
な
展
開

す

そ
野
の
広
い
観
光
産
業
の
振
興

都
市
の
魅
力

の
創
出

を
柱
に
提
言
し
ま
し
た
。

農
業
で
は
、川
西
薩
地
区
農
業
公
社
を
設
立
し
、



教
育
文
化
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

中
島
増
夫
さ
ん

（
教
育
文
化
グ
ル
ー
プ
）

新しいまちづくりの視点
地域力 を育み、新しい地域創造を目指す

新市を構成する“まち”は、恵まれた自然、伝統、文
化等々、それぞれにすばらしい財産がある。良いものは
残し、強化・充実し、また、地域内に広げていくことで
地域特性を活かした“新しいまち”を創り出していく。
都市力 （都市の魅力）を最大限に発揮する

市町村が一体となることにより、産業・観光等のあ
らゆる面で規模の拡大による効果や相乗効果が期待でき
る。インフラ整備を含め、 万都市の魅力を最大限発揮
するような方策を推進していく。

まちづくりフォーラムの提言する つのプ
ロジェクト
地域力 を育む、新しい地域創造プロジェクト

コミュニティ活動の維持と自治組織活動の強化
地域の特色を生かした教育の推進
特色ある地域文化の保存・継承の推進
みんなで取り組む環境先進都市づくり
フェイス フェイス 、うるおいと安心創出プロジェクト

市民すべてが住み慣れた地域で安心して暮らせる環
境づくりの推進
市民すべての健康づくりの推進
安心して出産し子育てができる支援体制の充実
安心できる広域消防救急体制の構築
潜在力 を発揮する、 産業活力 創生プロジェクト

新たな時代に対応したダイナミックな農業の展開
力強い水産業の新たな展開
すそ野の広い観光産業の振興
都市力 を創生する、新市飛翔プロジェクト

都市の魅力 の創出
“どこへも便利 どこからも便利”なアクセス網の充実
新しいまちを描こう“顔づくり 姿づくり まちづくり”
地域ニーズを踏まえた住宅・宅地の整備
地域内外の人々が集う魅力ある公園 緑地 河川の活用

教
育
文
化
活
動
は
地
域
に
深
く
根
差
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
地
域
の
特
色
を
十
分
に
生
か
し
な

が
ら
新
市
の
教
育
文
化
活
動
の
創
造
を
目
指
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
と
い
う
の
が
提
言
の
骨

子
で
す
。
提
言
は

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
の
推
進

特
色
あ
る
地
域
文
化
の
保
存
・
継

地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
機
能
と
し
て
位
置
づ
け
、
農

業
政
策
を
一
元
化
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
集
落
単
位

で
の
営
農
形
態
の
構
築
、
重
点
的
な
振
興
作
物
の

選
定
に
よ
る
独
自
性
の
あ
る
産
品
づ
く
り
な
ど
。

水
産
業
で
は
、
甑
島

串
木
野
間
の
海
域
で
大

規
模
な
畜
養
基
地
を
つ
く
り
、
い
つ
で
も
新
鮮
な

魚
が
供
給
で
き
る
体
制
の
構
築
と
、
基
地
か
ら
地

元
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
直
接
卸
す
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
大
型
魚
礁
の
設
置
な
ど
。

観
光
産
業
で
は
、
体
験
観
光
な
ど
既
存
観
光
資

源
の
高
付
加
価
値
化
や
、
温
泉
と
水
産
物
、
歴
史

文
化
資
源
と
農
産
物
な
ど
複
数
の
観
光
資
源
の
連

携
、
観
光
課
の
設
置
な
ど
。
都
市
の
魅
力
で
は
、

港
湾
機
能
の
強
化
、
商
店
街
の
専
門
店
化
な
ど
を

提
言
し
て
い
ま
す
。

承
の
推
進
と
新
た
な
文
化
の
創
造

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
維
持
・
強
化

の
三
分
野
に
分
け
て

ま
と
め
て
い
ま
す
。

教
育
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
幼
児
・

学
校
教
育
等
の
推
進
、
生
涯
学
習
の
広
域
的
な
展

開
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
の
ほ
か
、
地
域
力
を
伸
ば
し
て
地

域
の
青
少
年
育
成
活
動
の
充
実
な
ど
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

文
化
活
動
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
伝
統
芸

能
・
地
域
文
化
の
保
存
・
伝
承
、
女
性
団
体
等
の

地
域
に
根
差
し
た
既
存
組
織
の
活
用
と
交
流
の
推

進
な
ど
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
は
、
地
域
社
会

の
基
礎
単
位
と
し
て
の
単
位
自
治
組
織
の
維
持
・

充
実
に
取
り
組
み
、
特
に
小
規
模
地
域
の
公
民
館

活
動
を
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
、

自
治
組
織
へ
の
加
入
の
促
進
な
ど
を
提
言
し
て
い

ま
す
。

まちづくりフォーラムの提言

地域力 が奏でる
都市力 の創出をめざして


